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　　　　ジュニア版日本文学名作選（偕成社）20→（16＋16）→40→50→52→56→60 
　　　　　　推薦＝武者小路実篤、吉田精一
 　　解説者
1 1964. 9.25 　次郎物語（第一部） 下村湖人 荒　正人
2 1964. 9.25 　わんぱく時代 佐藤春夫 吉田精一
3 1964.10.25 　野菊の墓 伊藤左千夫 塩田良平
4 1964.11. 1 　坊っちゃん 夏目漱石 松岡　譲
5 1964.11.15 　二十四の瞳 壺井　栄 山室　静
6 1964.12. 1 　羅生門・トロッコ 芥川龍之介 高木　卓
7 1964.12.25 　しろばんば 井上　靖 福田宏年
8 1964.12. 5 　路傍の石 山本有三 福田清人
9 1964.12.25 　熊犬物語 戸川幸夫 子母沢寛
10 1964.12.25 　走れメロス・女生徒 太宰　治 吉田精一
11 1965. 2.10 　ビルマの竪琴 竹山道雄 鳥越　信
12 1965. 2.25 　伊豆の踊子 川端康成 村松定孝
13 1965. 3.10 　怪談 小泉八雲 平井呈一
14 1965. 4.10 　山椒大夫・高瀬舟 森　鷗外 荒　正人
15 1965. 3.25 　友情 武者小路実篤 吉田精一
16 1965. 5.15 　ジョン万次郎漂流記 井伏鱒二 吉田精一
17 1965. 5.25 　小さき者へ・生まれ出ずる悩み 有島武郎 吉田精一
18 1965. 6.15 　末っ子物語 尾崎一雄 浅見　淵
19 1965. 7.10 　吾輩は猫である（上） 夏目漱石 夏目伸六
20 1965. 7.20 　吾輩は猫である（下） 夏目漱石 夏目伸六
21 1965. 7.30 　次郎物語（第二部） 下村湖人 荒　正人
22 1965. 8.20 　真実一路 山本有三 高橋健二
23 1965.10.15 　地獄変・六の宮の姫君 芥川龍之介 三好行雄
24 1965.11. 1 　子供の四季 坪田譲治 鳥越　信
25 1965.11.15 　恩讐の彼方に 菊池　寛 瀬沼茂樹
26 1965.11.20 　母のない子と子のない母と 壺井　栄 鳥越　信
27 1965.12.15 　ゆうれい船（上） 大佛次郎 小松伸六
28 1965.12.15 　ゆうれい船（下） 大佛次郎 小松伸六
29 1965.12.20 　悦ちゃん 獅子文六 瀬沼茂樹
30 1966. 1.10 　武蔵野 国木田独歩 山室　静
31 1965.12.30 　次郎物語（第三部） 下村湖人 荒　正人
32 1966. 1.10 　三四郎 夏目漱石 村松定孝
33 1966. 2.15 　コタンの口笛（第一部） 石森延男 村松定孝
34 1966. 2.15 　コタンの口笛（第二部） 石森延男 村松定孝
35 1966. 3.15 　女中っ子 由起しげ子 板垣直子
36 1966. 4. 5 　落城・小さな赤い花 田宮虎彦 吉田精一
37 1966. 5.10 　美しい暦 石坂洋次郎 平松幹夫
37/2 1970. 6.20 　藪の中・河童 芥川龍之介 吉田精一
38 1966. 5.20 　哀しき少年 野上彌生子 瀬沼茂樹
39 1966. 4.10 　次郎物語（第四部） 下村湖人 荒　正人
40 1966. 5.10 　次郎物語（第五部） 下村湖人 荒　正人
41 1967.11.10 　こころ 夏目漱石 村松定孝
42 1968. 1.15 　出家とその弟子 倉田百三 吉田精一
43 1967.11.20 　愛と死 武者小路実篤 中川　孝
44 1968. 2. 5 　一握の砂・悲しき玩具 石川啄木 鈴木　亨
45 1968. 3.25 　放浪記 林芙美子 板垣直子
46 1968. 2.15 　パリに死す 芹沢光治良 進藤純孝
47 1968. 9.25 　智恵子抄 高村光太郎 村野四郎
48 1968. 8.10 　風立ちぬ・菜穂子 堀　辰雄 山室　静
49 1969. 1.10 　青年・雁 森　鷗外 高橋義孝
50 1969. 2.25 　天平の甍 井上　靖 山本健吉
51 1969.10.20 　たけくらべ 樋口一葉 塩田良平
52 1969.10.20 　桜の実の熟する時 島崎藤村 山室　静
53 1971. 2.10 　鞍馬天狗［角兵衛獅子の巻］ 大佛次郎 小松伸六
54 1971. 2.20 　性に目覚める頃 室生犀星 吉田精一
55 1971. 6.20 　姉妹 畔柳二美 佐多稲子
56   1973.  3 　草枕 夏目漱石 福田清人
57   1972.11 　忘れ残りの記 吉川英治 尾崎秀樹
58   1974.  9 　福翁自伝 福沢諭吉 高橋誠一郎
59   1974.11 　舞姫 森　鷗外 吉田精一
60   1972.  1 　愛の詩集 編・鈴木亨 鈴木　亨
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　　　アイドル・ブックス（ポプラ社） 
　　　　　20→40→60　　後の版30→40→50　　　
 　　　　　　　　　　 訳者   解説者 後の巻順
1 1965. 9. 5 　坊っちゃん 夏目漱石 福田清人 1
2 1965. 9. 5 　路傍の石 山本有三 越智治雄 2
3 1965. 9. 5 　次郎物語＜一部＞ 下村湖人 永杉喜輔 3
4 1965. 9. 5 　次郎物語＜二部＞ 下村湖人 永杉喜輔 4
5 1965. 9.10 　こころ 夏目漱石 吉田精一 6
6 1965. 9.25 　ビルマの竪琴 竹山道雄 藤田圭雄 7
7 1965. 9.25 　野菊の墓 伊藤左千夫 山本英吉 8
8 1965.10.10 　羅生門・地獄変 芥川龍之介 長野甞一 9
9 1965.10.25 　出家とその弟子 倉田百三 本多顕彰 46
10 1965.10.25 　智恵子抄・道程 高村光太郎 北川太一 10
11 1965.10.25 　伊豆の踊子 川端康成 野上　彰 11
12 1965.11. 5 　愛と死 武者小路実篤 中川　孝 33
13 1965.11.10 　真実一路 山本有三 永野　賢 12
14 1965.11.20 　しろばんば 井上　靖 高田瑞穂 13
15 1965.11.15 　風立ちぬ・菜穂子 堀　辰雄 瀬沼茂樹 48
16 1965.11.25 　山椒大夫・高瀬舟 森　鷗外 塩田良平 14
17 1965.12.15 　蜘蛛の糸・杜子春 芥川龍之介 荒　正人 15
18 1965.11.30 　三四郎 夏目漱石 三好行雄 16
19 1965.12.10 　友情 武者小路実篤 中川　孝 17
20 1965.12.10 　二十四の瞳 壺井　栄 古谷綱武 18
21 1966. 1.15 　赤毛のアン モンゴメリ　　　　村岡花子　　村岡花子 25
22 1966. 1.15 　あしながおじさん ウェブスター　　　松本恵子 松本恵子 26
23 1966. 1.20 　車輪の下 ヘルマン・ヘッセ　高橋健二 高橋健二 27
24 1966. 2.10 　若きウェルテルの悩み ゲーテ　　　　　　川崎芳隆 川崎芳隆 47
25 1966. 1.25 　狭き門 アンドレ・ジイド　宮川　実 宮川　実 31
26 1966. 3. 5 　暁の合唱 石坂洋次郎 平松幹夫 43
27 1966. 2.10 　次郎物語＜三部＞ 下村湖人 永杉喜輔 5
28 1966. 2.25 　次郎物語＜四部＞ 下村湖人 永杉喜輔 44
29 1966. 2.25 　次郎物語＜五部＞ 下村湖人 永杉喜輔 45
30 1966. 3.10 　放浪記 林芙美子 和田芳恵 50
31 1966. 3.30 　一握の砂・悲しき玩具　＊ 石川啄木 吉田孤羊 34
32 1966. 4.10 　大地 パール・バック　　深沢正策 深沢正策 28
33 1966. 4.30 　山のかなたに 石坂洋次郎 平松幹夫 42
34 1966. 4.30 　たけくらべ・十三夜 樋口一葉 塩田良平 49
35 1966. 4.20 　父帰る・恩讐の彼方に ＊ 菊池　寛 小松伸六 35
36 1966. 5.30 　青い山脈 石坂洋次郎 平松幹夫 41
37 1966. 5.20 　泣虫小僧・清貧の書 林芙美子 城　夏子
38 1966. 5.30 　論語物語 下村湖人 加藤善徳
39 1966. 5.30 　吾輩は猫である＜上＞ 夏目漱石 稲垣達郎 19
40 1966. 6. 5 　吾輩は猫である＜下＞ 夏目漱石 稲垣達郎 20
41 1966. 7.10 　若草物語 オルコット　　　　松本恵子 松本恵子 29
42 1966. 6.30 　母の肖像 パール・バック　　村岡花子 村岡花子 32
43 1966. 7.20 　青年・雁 森　鷗外 吉田精一 36
44 1966. 8. 5 　生まれ出づる悩み 有島武郎 瀬沼茂樹 38
45 1966. 8.15 　武蔵野 国木田独歩 福田清人
46 1966. 8.30 　幸福な家族 武者小路実篤 中川　孝
47 1966. 9.10 　知と愛 ヘルマン・ヘッセ　高橋健二 浅見　淵
48 1966. 9.20 　にんじん ルナール　　　　　宮川　実 宮川　実 30
49 1966. 9.30 　愛と死の書 芹沢光治良 進藤純孝
50 1966.10.25 　草枕 夏目漱石 田中保隆 37
51 1966.10.30 　小僧の神様 志賀直哉 高田瑞穂 21
52 1966.10.30 　或阿呆の一生 芥川龍之介 三好行雄
53 1966.11.25 　真理先生 武者小路実篤 中川　孝
54 1966.11.30 　風の中の子供 坪田譲治 水藤春夫 22
55 1967. 1. 5 　白秋詩集 北原白秋 大木惇夫
56 1966.12.10 　人生論 武者小路実篤 中川　孝
57 1966.12.30 　斜陽・走れメロス 太宰　治 奥野健男 23
58 1967. 1.10 　風の又三郎 宮沢賢治 堀尾青史 24
59 1967. 2.20 　人生論ノート 三木　清 清水幾太郎
60 1967. 2.15 　哲学ノート 三木　清 清水幾太郎
　怪談 小泉八雲　　　　　山本和夫 森　　亮 39
　母のない子と子のない母と 壺井　栄 馬場正男 40
　　　　　・暗色は後の版で収録から外れたもの 
　　　　　・＊は後の版で題名が一部変更されたもの 
　　　　　・最後の二点は後の版で新たに加わったもの 
　　　　　・後の版の巻順で網掛けは薄色は31巻以降、少し濃い色は41巻以降追加されたもの
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　　　　ジュニア版日本文学名作選（偕成社）20→（16＋16）→40→50→52→56→60 
　　　　　　推薦＝武者小路実篤、吉田精一
 　　解説者
1 1964. 9.25 　次郎物語（第一部） 下村湖人 荒　正人
2 1964. 9.25 　わんぱく時代 佐藤春夫 吉田精一
3 1964.10.25 　野菊の墓 伊藤左千夫 塩田良平
4 1964.11. 1 　坊っちゃん 夏目漱石 松岡　譲
5 1964.11.15 　二十四の瞳 壺井　栄 山室　静
6 1964.12. 1 　羅生門・トロッコ 芥川龍之介 高木　卓
7 1964.12.25 　しろばんば 井上　靖 福田宏年
8 1964.12. 5 　路傍の石 山本有三 福田清人
9 1964.12.25 　熊犬物語 戸川幸夫 子母沢寛
10 1964.12.25 　走れメロス・女生徒 太宰　治 吉田精一
11 1965. 2.10 　ビルマの竪琴 竹山道雄 鳥越　信
12 1965. 2.25 　伊豆の踊子 川端康成 村松定孝
13 1965. 3.10 　怪談 小泉八雲 平井呈一
14 1965. 4.10 　山椒大夫・高瀬舟 森　鷗外 荒　正人
15 1965. 3.25 　友情 武者小路実篤 吉田精一
16 1965. 5.15 　ジョン万次郎漂流記 井伏鱒二 吉田精一
17 1965. 5.25 　小さき者へ・生まれ出ずる悩み 有島武郎 吉田精一
18 1965. 6.15 　末っ子物語 尾崎一雄 浅見　淵
19 1965. 7.10 　吾輩は猫である（上） 夏目漱石 夏目伸六
20 1965. 7.20 　吾輩は猫である（下） 夏目漱石 夏目伸六
21 1965. 7.30 　次郎物語（第二部） 下村湖人 荒　正人
22 1965. 8.20 　真実一路 山本有三 高橋健二
23 1965.10.15 　地獄変・六の宮の姫君 芥川龍之介 三好行雄
24 1965.11. 1 　子供の四季 坪田譲治 鳥越　信
25 1965.11.15 　恩讐の彼方に 菊池　寛 瀬沼茂樹
26 1965.11.20 　母のない子と子のない母と 壺井　栄 鳥越　信
27 1965.12.15 　ゆうれい船（上） 大佛次郎 小松伸六
28 1965.12.15 　ゆうれい船（下） 大佛次郎 小松伸六
29 1965.12.20 　悦ちゃん 獅子文六 瀬沼茂樹
30 1966. 1.10 　武蔵野 国木田独歩 山室　静
31 1965.12.30 　次郎物語（第三部） 下村湖人 荒　正人
32 1966. 1.10 　三四郎 夏目漱石 村松定孝
33 1966. 2.15 　コタンの口笛（第一部） 石森延男 村松定孝
34 1966. 2.15 　コタンの口笛（第二部） 石森延男 村松定孝
35 1966. 3.15 　女中っ子 由起しげ子 板垣直子
36 1966. 4. 5 　落城・小さな赤い花 田宮虎彦 吉田精一
37 1966. 5.10 　美しい暦 石坂洋次郎 平松幹夫
37/2 1970. 6.20 　藪の中・河童 芥川龍之介 吉田精一
38 1966. 5.20 　哀しき少年 野上彌生子 瀬沼茂樹
39 1966. 4.10 　次郎物語（第四部） 下村湖人 荒　正人
40 1966. 5.10 　次郎物語（第五部） 下村湖人 荒　正人
41 1967.11.10 　こころ 夏目漱石 村松定孝
42 1968. 1.15 　出家とその弟子 倉田百三 吉田精一
43 1967.11.20 　愛と死 武者小路実篤 中川　孝
44 1968. 2. 5 　一握の砂・悲しき玩具 石川啄木 鈴木　亨
45 1968. 3.25 　放浪記 林芙美子 板垣直子
46 1968. 2.15 　パリに死す 芹沢光治良 進藤純孝
47 1968. 9.25 　智恵子抄 高村光太郎 村野四郎
48 1968. 8.10 　風立ちぬ・菜穂子 堀　辰雄 山室　静
49 1969. 1.10 　青年・雁 森　鷗外 高橋義孝
50 1969. 2.25 　天平の甍 井上　靖 山本健吉
51 1969.10.20 　たけくらべ 樋口一葉 塩田良平
52 1969.10.20 　桜の実の熟する時 島崎藤村 山室　静
53 1971. 2.10 　鞍馬天狗［角兵衛獅子の巻］ 大佛次郎 小松伸六
54 1971. 2.20 　性に目覚める頃 室生犀星 吉田精一
55 1971. 6.20 　姉妹 畔柳二美 佐多稲子
56   1973.  3 　草枕 夏目漱石 福田清人
57   1972.11 　忘れ残りの記 吉川英治 尾崎秀樹
58   1974.  9 　福翁自伝 福沢諭吉 高橋誠一郎
59   1974.11 　舞姫 森　鷗外 吉田精一
60   1972.  1 　愛の詩集 編・鈴木亨 鈴木　亨
家庭における読書と「教養形成」 千葉大学教育学部研究紀要　第67巻　Ⅱ：人文・社会科学系
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　　　アイドル・ブックス（ポプラ社） 
　　　　　20→40→60　　後の版30→40→50　　　
 　　　　　　　　　　 訳者   解説者 後の巻順
1 1965. 9. 5 　坊っちゃん 夏目漱石 福田清人 1
2 1965. 9. 5 　路傍の石 山本有三 越智治雄 2
3 1965. 9. 5 　次郎物語＜一部＞ 下村湖人 永杉喜輔 3
4 1965. 9. 5 　次郎物語＜二部＞ 下村湖人 永杉喜輔 4
5 1965. 9.10 　こころ 夏目漱石 吉田精一 6
6 1965. 9.25 　ビルマの竪琴 竹山道雄 藤田圭雄 7
7 1965. 9.25 　野菊の墓 伊藤左千夫 山本英吉 8
8 1965.10.10 　羅生門・地獄変 芥川龍之介 長野甞一 9
9 1965.10.25 　出家とその弟子 倉田百三 本多顕彰 46
10 1965.10.25 　智恵子抄・道程 高村光太郎 北川太一 10
11 1965.10.25 　伊豆の踊子 川端康成 野上　彰 11
12 1965.11. 5 　愛と死 武者小路実篤 中川　孝 33
13 1965.11.10 　真実一路 山本有三 永野　賢 12
14 1965.11.20 　しろばんば 井上　靖 高田瑞穂 13
15 1965.11.15 　風立ちぬ・菜穂子 堀　辰雄 瀬沼茂樹 48
16 1965.11.25 　山椒大夫・高瀬舟 森　鷗外 塩田良平 14
17 1965.12.15 　蜘蛛の糸・杜子春 芥川龍之介 荒　正人 15
18 1965.11.30 　三四郎 夏目漱石 三好行雄 16
19 1965.12.10 　友情 武者小路実篤 中川　孝 17
20 1965.12.10 　二十四の瞳 壺井　栄 古谷綱武 18
21 1966. 1.15 　赤毛のアン モンゴメリ　　　　村岡花子　　村岡花子 25
22 1966. 1.15 　あしながおじさん ウェブスター　　　松本恵子 松本恵子 26
23 1966. 1.20 　車輪の下 ヘルマン・ヘッセ　高橋健二 高橋健二 27
24 1966. 2.10 　若きウェルテルの悩み ゲーテ　　　　　　川崎芳隆 川崎芳隆 47
25 1966. 1.25 　狭き門 アンドレ・ジイド　宮川　実 宮川　実 31
26 1966. 3. 5 　暁の合唱 石坂洋次郎 平松幹夫 43
27 1966. 2.10 　次郎物語＜三部＞ 下村湖人 永杉喜輔 5
28 1966. 2.25 　次郎物語＜四部＞ 下村湖人 永杉喜輔 44
29 1966. 2.25 　次郎物語＜五部＞ 下村湖人 永杉喜輔 45
30 1966. 3.10 　放浪記 林芙美子 和田芳恵 50
31 1966. 3.30 　一握の砂・悲しき玩具　＊ 石川啄木 吉田孤羊 34
32 1966. 4.10 　大地 パール・バック　　深沢正策 深沢正策 28
33 1966. 4.30 　山のかなたに 石坂洋次郎 平松幹夫 42
34 1966. 4.30 　たけくらべ・十三夜 樋口一葉 塩田良平 49
35 1966. 4.20 　父帰る・恩讐の彼方に ＊ 菊池　寛 小松伸六 35
36 1966. 5.30 　青い山脈 石坂洋次郎 平松幹夫 41
37 1966. 5.20 　泣虫小僧・清貧の書 林芙美子 城　夏子
38 1966. 5.30 　論語物語 下村湖人 加藤善徳
39 1966. 5.30 　吾輩は猫である＜上＞ 夏目漱石 稲垣達郎 19
40 1966. 6. 5 　吾輩は猫である＜下＞ 夏目漱石 稲垣達郎 20
41 1966. 7.10 　若草物語 オルコット　　　　松本恵子 松本恵子 29
42 1966. 6.30 　母の肖像 パール・バック　　村岡花子 村岡花子 32
43 1966. 7.20 　青年・雁 森　鷗外 吉田精一 36
44 1966. 8. 5 　生まれ出づる悩み 有島武郎 瀬沼茂樹 38
45 1966. 8.15 　武蔵野 国木田独歩 福田清人
46 1966. 8.30 　幸福な家族 武者小路実篤 中川　孝
47 1966. 9.10 　知と愛 ヘルマン・ヘッセ　高橋健二 浅見　淵
48 1966. 9.20 　にんじん ルナール　　　　　宮川　実 宮川　実 30
49 1966. 9.30 　愛と死の書 芹沢光治良 進藤純孝
50 1966.10.25 　草枕 夏目漱石 田中保隆 37
51 1966.10.30 　小僧の神様 志賀直哉 高田瑞穂 21
52 1966.10.30 　或阿呆の一生 芥川龍之介 三好行雄
53 1966.11.25 　真理先生 武者小路実篤 中川　孝
54 1966.11.30 　風の中の子供 坪田譲治 水藤春夫 22
55 1967. 1. 5 　白秋詩集 北原白秋 大木惇夫
56 1966.12.10 　人生論 武者小路実篤 中川　孝
57 1966.12.30 　斜陽・走れメロス 太宰　治 奥野健男 23
58 1967. 1.10 　風の又三郎 宮沢賢治 堀尾青史 24
59 1967. 2.20 　人生論ノート 三木　清 清水幾太郎
60 1967. 2.15 　哲学ノート 三木　清 清水幾太郎
　怪談 小泉八雲　　　　　山本和夫 森　　亮 39
　母のない子と子のない母と 壺井　栄 馬場正男 40
　　　　　・暗色は後の版で収録から外れたもの 
　　　　　・＊は後の版で題名が一部変更されたもの 
　　　　　・最後の二点は後の版で新たに加わったもの 
　　　　　・後の版の巻順で網掛けは薄色は31巻以降、少し濃い色は41巻以降追加されたもの
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日本の近代文学に対する意識と翻訳作品に対する意識の関係、翻訳の中でも一般文学由来の作品ともともと児童文学に分類される作品への意識の在り様、そしてそれらの時間的推移による変化の有無などとあわせて、考察を続けていくこととする。　
また、二〇世紀後半の「現代児童文学」の創作・翻訳隆盛の時代における、いわ
ば「児童文 」枠外の、 「少年少女」読者の読書の状況を明らかにすることを通して、現在の 読書」のあり方、特に読書の「場」を追究する一つの手がかりとしていきたい。※
 本稿は、科学研究費補助金基盤研究（Ｃ） 「戦後児童文学にみる「文学」の体系化と規範化――少年少女向け叢書を中心に」 （課題番号１６Ｋ０２３９８、平成二八年度～三一年度）の研究成果の一部をまとめたものである。
※
 本稿の骨子は、二〇一八年一一月二四日（土）開催の日本児童文学学会第五七回研究大会（於・文教大学）の席上における研究発表「家庭における読書と「教養形成」――一九六〇 代偕成社・ポプラ社の少年少女向近代文学叢書を中心に――」の中で、発表した。
家庭における読書と「教養形成」
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日本の近代文学に対する意識と翻訳作品に対する意識の関係、翻訳の中でも一般文学由来の作品ともともと児童文学に分類される作品への意識の在り様、そしてそれらの時間的推移による変化の有無などとあわせて、考察を続けていくこととする。　
また、二〇世紀後半の「現代児童文学」の創作・翻訳隆盛の時代における、いわ
ば「児童文 」枠外の、 「少年少女」読者の読書の状況を明らかにすることを通して、現在の 読書」のあり方、特に読書の「場」を追究する一つの手がかりとしていきたい。※
 本稿は、科学研究費補助金基盤研究（Ｃ） 「戦後児童文学にみる「文学」の体系化と規範化――少年少女向け叢書を中心に」 （課題番号１６Ｋ０２３９８、平成二八年度～三一年度）の研究成果の一部をまとめたものである。
※
 本稿の骨子は、二〇一八年一一月二四日（土）開催の日本児童文学学会第五七回研究大会（於・文教大学）の席上における研究発表「家庭における読書と「教養形成」――一九六〇 代偕成社・ポプラ社の少年少女向近代文学叢書を中心に――」の中で、発表した。
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はり、こうした叢書における読者への期待の「限界」を、示しているのではないだろうか。　　　
五
　
堀尾によれば中学生が主体であるという「アイドル・ブックス」の読者たちは、
実際には、どのよ な経路でこの叢書と出会っていたのだろうか。　
大阪府立中央図書館国際児童文学館所蔵の同叢書は、一九六五年刊行時の形態で
揃っているのではなく、後の版を含め、まちまちであ 。古書購入による巻もあるため、三一刷などという場合もある。その分、中には面白い読書状況の痕跡を残してくれているものも見つかる。　
後の版の第六巻『こころ』 （一九七七年一二月三〇日一〇版）に 広告の後ろ
の白ページに、左のよう 書き込みがある。　「昭和五十三年七月九日誠次／哲也　昌子おばちゃんからもらう。 」
　
同様の書き込みは、第一九巻・第二〇巻『吾輩は猫である』上下にも、見られる。
こちらは翌年の五月、六月 もらったようである。　
二人の少年の年齢はわからないし、どのような状況下でもらったものなのかも不
明である。それでも、ある程度の推測はできるだろう。即ち 書き込みのあっ 三冊はいずれも、夏目漱石 代表的な作品であ 。とく 『こころ』は、この時期にはすでに、高校教科書では定番の教材であった。そうした作品を、七〇年代後半の時期に、親戚関係にある年長者が、十代の年少者にお らくは土産として手渡したのである。　
ここには、家庭の場を中心にした、 「教養形成」として文学作品を読むことの慫
慂がなされる契機が窺える。　
個人的体験ながらそれを補強する例がある。私自身も、一冊ではあるが、最初の
形態 『しろばんば』を、同様の授受 より読むに至った経験を持つ。もと六五年一一月に刊行された第一四巻『しろばんば』だ その翌々年、小学校六年生の時と記憶する 、九学年上 つまり高卒後働き出して三年目くらいの従兄がまたま上京した折に、土産と もらった である。当時 「ジュニア版」も「アイドル・ブックス」も、町の小売書店 何冊も並んでいたし、知人 家を訪ねる手
土産として、その家の子どもの年齢に合わせた書物を選ぶことも、さほど珍しいことではなかったと記憶する。　
僅かではあるが、間違いなく確かな事実であるこうした事例からは、何が見えて
くるだろうか。　
たまたまではあるが、書き込みの「おば」が選んだのは夏目漱石であり、私の従
兄が選んだのは、井上靖の自伝的作品であった。多様な作品が収録された叢書ではある 、やはり、主要な需要のあるのはそうし 一般にも知られた大家の作品や、少年少女読者に読みやすい 考えられる自伝的作品などであっただろう。それらは、 「聞いたことがあるはずだ」 「読みやすいはずだ」という年長者の配慮のもと、書店で購入し、年少者に手渡される やが 年長者 読み終えた書物は、そ まま家庭に蔵書と て置かれ、家庭内の年少者にも手渡され だろう。これは、昨年（二〇一七年）の日本児童文学学会第五六回研究大会席上で私が行った研究発表「作品を読む、作家に学ぶ――戦後の少年少女向近代文学叢書の確立――」に対する、成實朋子（大阪教育大 ）の発言 らも確認でき　
偕成社「ジュニア版
　
日本文学名作選」が浸透していく中で、ライバル会社であ
るポプラ社は、類似の企画を立て、多少の独自色を出しつつ、叢書編集と刊行に邁進し、早い完結にこぎつけた。続け 新装版刊行も、一般家庭からの需要 大きさを想像させる。さらに、 「ジュニア版」との紛らわしいほど 装幀 類似を図ったのも、一般の小売書店の棚に置かれる状況を十分に理解 ていたためだろう。それにより、判明して る限りでは、八〇年代前半まで、 な とも六刷、多ければ三〇刷を超えるほどに、読み継がれる叢書となったのであっ 。　　　
六
　
一九八〇年代といえば、 「現代児童文学」が転換の時期を迎えたときである。
一九六〇年代的な刊行物であった「教養形成」 目途とする少年少女向文学叢書が、その時代まで二〇年近くも生き続けていたことを、児童文学全体の中でどのように評価すべきかは、今しばら 時間をか 検討していく必要があるだろう。八〇代には、講談社が、翻訳作品、日本 古典作品、日本の近代以降 作品 それぞれ集大成した少年少女向け叢書を刊行した時期である――「少年少女日本文学館」 「年少女世界文学館」 「少年少女古典文学館」など。今回は十分に触 られなかった
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いくつかの例に分けられるように思う。　
第一は、読者に向かって語る意識に薄く、作者その人の伝記的事実や、収録作品
についての書誌的説明、そしてその文学的意義などを淡々と記す解説の存在である。解説者は、 わばデータのみを提示し、具体 な作品の鑑賞といったことは、すべて読者に委ねるという姿勢を示していることになる。時には作者や作品に対しても冷静な批評の言葉を発することもある。　
たとえば、 『出家とその弟子』解説の本多顕彰は、作者の倉田について「すぐれ
た作品は二十五歳どまりであった。才能 花は早く咲いて、早く散ってしまったのである。 」と言い切る。　『狭き門』解説の宮川実は、 「むしろこの作品のもつ美しさと感動性は、ジイドの意図する危険性の警告以上に、内容そのものに即した感銘を読者に与えてしまい、盲目のうちにその危険性を増大してしまう えそうで 」と懸念する。　宮川は『にんじん』解説においても、ルナールは「にんじんを甘やかしていない」
と指摘したうえで、読者はどうし も主人公にんじんに同情 がちであ 触れ、 「ことに日本の読者の、母子感情に対する通念の前では、その危険性が濃い言わなければならないであろう。 」と強く憂慮する。　
これらには、広告に記載された「感動の名作」といった文言と かけ離れた、文
学作品をいかに享受するかについて 距離を置いた見方が示されていると言ってよ 。　
第二は、 「みなさん」といった呼びかけで、積極的に読者に呼びかけるスタイル
を取る解説である。これに類する場合が 思いのほか多 が、そ 中にもいろいろな差異がみられるようである。いくつか紹介してみよう。　『路傍の石』解説の越智治雄は、 「みなさん」に対して、共通的な読み方の存在を暗示する――「この話からみなさんは、 『路傍の石』の吾一少年にも、どこかそういう作者の人がら うつってい ように思えないでしょうか。 」と。　『次郎物語』を一括して 担当している永杉喜輔は、第一部では主人公次郎を語りつつ、 「だから、みなさんは自分の父親にあまり期待しすぎてはいけな 。 」と った具合に、作中の出来事と読者自身の現実の関係 言及する。また、第二部では、 「あなたがたの中には、もっともっとつらい思い してい 人がいる も れない それでもがんばるんだ。 」というように、作品を離れて直接、読者 エールを送ることもする。
　『風立ちぬ・菜穂子』解説の瀬沼茂樹は、収録作『風立ちぬ』について、 「筋ではなくて、細部の描写を味わい、そこから人生の真実味を感じとることが、なによりもたいせつ」と言い、 「あなたのこまやかな感受性をたいせつにしたい」と読者期待する。　『愛と死の書』解説の進藤純孝に至っては、 「あなた」と対話するようなスタイルで解説を書き進めていっており、その全体をとてもここでは紹介しきれない程である。むしろここでは進藤が、文学の味に二種 るとして「人生味」と「芸術味」を挙げ、
「よく描けていたからこそ、あなたはこの作品の豊かな人生味を知ることができたわけだ。 」といった調子で展開し、この作品とぶつかった読者に対し結局のところ「幸福の味をかみ めてほしい。 」と締め括っていることを示しておく。　
この他、多様な読者想定の解説文があるわけだが、 『風の又三郎』解説の堀尾青
史は明確にこの叢書を「中学生の諸君に愛読されて る」と述べており、概ねそのような想定のもと、 「みなさん」 「あなたがた に説明をし、期待をかけ また今後の読書への希望が託されていることが窺える。　
最後に、三木清の二作に対する解説がどのような内容であるかも、視野に入れて
おくべきであろう。解説はいずれも、清水幾太郎である。刊行時期から見て、清水は還暦直前 年に執筆していた とがわかる。清水 、 『人生論ノート』 若い人々」に「人生 意味を考えさせ、また、その考えを導いて行 であろう」書物して提示してみせる。また、 『哲学ノート』については、 「こ によると、 「アイドル・ブックス」の中で一番難しい本であるか し な 。 」 「年少の読者にと は難しい本である。 」と繰り返しながらも、 「勤勉と勇気という徳 忘れない読者なら、何度か読み返すうちに、また他の書物を参 にする によって、三木清の世界へはいって行くことができるであろう。 」と期待す 。つまり 「決して流動食品 はない書であることを認識しつつ、 「鋭い「精神の牙」を持つよう る 、解説者として願う、というのである。　
そもそも、どのような経緯でこの二作が収録されることになったのかは、今のと
ころ詳らかではない。 ずれにせよ、意欲的な収録姿勢であったことは間違 いだろう。それを受けるように、清水の解説は、他の文学作品 読むのとは異なる姿勢で読むことを求めるものであるといっ よい それがどこ で読者 伝わり得たのかは想像するしかない。ただ、後の版で二冊とも収録対象外となったことは や
家庭における読書と「教養形成」
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いくつかの例に分けられるように思う。　
第一は、読者に向かって語る意識に薄く、作者その人の伝記的事実や、収録作品
についての書誌的説明、そしてその文学的意義などを淡々と記す解説の存在である。解説者は、 わばデータのみを提示し、具体 な作品の鑑賞といったことは、すべて読者に委ねるという姿勢を示していることになる。時には作者や作品に対しても冷静な批評の言葉を発することもある。　
たとえば、 『出家とその弟子』解説の本多顕彰は、作者の倉田について「すぐれ
た作品は二十五歳どまりであった。才能 花は早く咲いて、早く散ってしまったのである。 」と言い切る。　『狭き門』解説の宮川実は、 「むしろこの作品のもつ美しさと感動性は、ジイドの意図する危険性の警告以上に、内容そのものに即した感銘を読者に与えてしまい、盲目のうちにその危険性を増大してしまう えそうで 」と懸念する。　宮川は『にんじん』解説においても、ルナールは「にんじんを甘やかしていない」
と指摘したうえで、読者はどうし も主人公にんじんに同情 がちであ 触れ、 「ことに日本の読者の、母子感情に対する通念の前では、その危険性が濃い言わなければならないであろう。 」と強く憂慮する。　
これらには、広告に記載された「感動の名作」といった文言と かけ離れた、文
学作品をいかに享受するかについて 距離を置いた見方が示されていると言ってよ 。　
第二は、 「みなさん」といった呼びかけで、積極的に読者に呼びかけるスタイル
を取る解説である。これに類する場合が 思いのほか多 が、そ 中にもいろいろな差異がみられるようである。いくつか紹介してみよう。　『路傍の石』解説の越智治雄は、 「みなさん」に対して、共通的な読み方の存在を暗示する――「この話からみなさんは、 『路傍の石』の吾一少年にも、どこかそういう作者の人がら うつってい ように思えないでしょうか。 」と。　『次郎物語』を一括して 担当している永杉喜輔は、第一部では主人公次郎を語りつつ、 「だから、みなさんは自分の父親にあまり期待しすぎてはいけな 。 」と った具合に、作中の出来事と読者自身の現実の関係 言及する。また、第二部では、 「あなたがたの中には、もっともっとつらい思い してい 人がいる も れない それでもがんばるんだ。 」というように、作品を離れて直接、読者 エールを送ることもする。
　『風立ちぬ・菜穂子』解説の瀬沼茂樹は、収録作『風立ちぬ』について、 「筋ではなくて、細部の描写を味わい、そこから人生の真実味を感じとることが、なによりもたいせつ」と言い、 「あなたのこまやかな感受性をたいせつにしたい」と読者期待する。　『愛と死の書』解説の進藤純孝に至っては、 「あなた」と対話するようなスタイルで解説を書き進めていっており、その全体をとてもここでは紹介しきれない程である。むしろここでは進藤が、文学の味に二種 るとして「人生味」と「芸術味」を挙げ、
「よく描けていたからこそ、あなたはこの作品の豊かな人生味を知ることができたわけだ。 」といった調子で展開し、この作品とぶつかった読者に対し結局のところ「幸福の味をかみ めてほしい。 」と締め括っていることを示しておく。　
この他、多様な読者想定の解説文があるわけだが、 『風の又三郎』解説の堀尾青
史は明確にこの叢書を「中学生の諸君に愛読されて る」と述べており、概ねそのような想定のもと、 「みなさん」 「あなたがた に説明をし、期待をかけ また今後の読書への希望が託されていることが窺える。　
最後に、三木清の二作に対する解説がどのような内容であるかも、視野に入れて
おくべきであろう。解説はいずれも、清水幾太郎である。刊行時期から見て、清水は還暦直前 年に執筆していた とがわかる。清水 、 『人生論ノート』 若い人々」に「人生 意味を考えさせ、また、その考えを導いて行 であろう」書物して提示してみせる。また、 『哲学ノート』については、 「こ によると、 「アイドル・ブックス」の中で一番難しい本であるか し な 。 」 「年少の読者にと は難しい本である。 」と繰り返しながらも、 「勤勉と勇気という徳 忘れない読者なら、何度か読み返すうちに、また他の書物を参 にする によって、三木清の世界へはいって行くことができるであろう。 」と期待す 。つまり 「決して流動食品 はない書であることを認識しつつ、 「鋭い「精神の牙」を持つよう る 、解説者として願う、というのである。　
そもそも、どのような経緯でこの二作が収録されることになったのかは、今のと
ころ詳らかではない。 ずれにせよ、意欲的な収録姿勢であったことは間違 いだろう。それを受けるように、清水の解説は、他の文学作品 読むのとは異なる姿勢で読むことを求めるものであるといっ よい それがどこ で読者 伝わり得たのかは想像するしかない。ただ、後の版で二冊とも収録対象外となったことは や
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たのに対し、 「アイドル・ブックス」は海外の翻訳作品のほか、特定の作家として石坂洋次郎と武者小路実篤に重点を置き、思想的な作物にも対象を広げた。そうした書目の選定は、増巻で拡大する叢書が作品主体であったゆえに、可能であった方法だということができる。両者は、競い合いつつ、それぞれの叢書 特色を発揮することをなし得 みなせ だろう。　　　
（３）
　
後の版についても、巻構成の変化を見ておきたい。末尾の一覧では、先の版の巻
順の表に、後の巻順を付し だけ あ ため、わかりにく と思うためである。　
新装出発の三〇巻段階では、いわゆる定番的な作品がさらに固定化してきた感が
強い。先の版の初期二〇巻のうち、一七巻が早い巻順で収まって ることは、このことのよい証である。　
また、先の版の四一～六 の中から六巻が引き上げられていることも、見逃せ
まい。 『若草物語』 『にんじん』 、あるいは『小僧の神様』 『風の中の子供』 『斜陽・走れメロス』 『風の又三郎』という題名 並べてみると、むしろ、想定読者層が十代でも少し低めにされたのかと思わされる。　
それを補うように、次の段階、 〇巻までが構想されたのだろう。ここでは、翻
訳では『狭き門』 『母の肖像』 、近代文学では『愛 死』 『青年・雁』 『草枕』など、少し年長の読者向けの作品が拾われた。そして 新規に二冊がくわえられた。 泉八雲『怪談』と、壺井栄 な 子と子のな 母と』である。どちらも 偕成社「ジュニア版」では比較的早い段階で収録されて た作品であり、こうした叢書にはやはり収録が望ま いという判断に至ったものと思われる。　
最後の五〇巻までは、残る巻々を見渡し 中から吟味したはず ある。そこで選
ばれたのは、石坂洋次郎の三作品、 『次郎物語』第四～五部、 『出家 その弟子』 『若きウェルテルの悩み』 風立ちぬ・菜穂子』 、そし 女性 家 作品群 たけくらべ・十三夜』 『放浪記』となる。　
最終的に排除された は、武者小路実篤の 順の遅い三作品、既に一作品 収録
された作家の別作品である林芙美子 泣き虫小僧・清貧の書 、ヘッセ『知と愛』芥川龍之介『或阿呆の一生』 下村湖人『論語物語』 、それから国木田独歩 武蔵野』と芹沢光治良『愛と死の書』 、北原白秋『白秋詩集』 そして三木清の二冊 なる。三木の書および『人生論』や 論語物語』は、結局、こ した叢書への収録が必ず
しも読者に適切に迎え入れられるわけではないことが明白となったためであろう。　
結果として言えば、 「ジュニア版」が浸透する中で、 「アイドル・ブックス」は、
装幀の変遷を経て、また書目の見直しを図るなかで、 「ジュニア版」に近い叢書への道を選んだということができるのではないか。　　　
四
　「アイドル・ブックス」の特徴について、各巻の解説についても少し触れることにしたい。　解説者たちを全体にみてみると、一人の作家に特定の解説者が付く場合と、個々
の作品ごとに、解説者が選ばれる場合がある。 『次郎物語』 五巻すべて永杉喜輔が、武者小路実篤の五作品すべて中川孝が、石坂洋次郎の三作品すべて平松幹夫が、それぞれ解説を担当している。永杉は下村の弟子であり、中川は武者小路の支援者で「実篤文庫」を設けるなど、それぞれに作者 深い関係にある人物 ある。同様の解説者選定は、たとえば太宰治 奥野健男、宮沢賢治作品の堀尾青史、坪田譲治作品の水藤春夫など、名前を見れば自ずと頷くような関係深い人物に依頼されている場合が多く見受けられる。また、翻訳作品の場合は、 『知と愛』 場合 み高橋健二訳ながら解説は浅見淵が書いて るもの 、他はすべて翻訳者自身が解説も担当している。　
こうした事情からか、前記の永杉、中川、平松を除き、三冊以上担当している者
はいない。二冊担当は福田清人、吉田精一、高田瑞穂 瀬沼茂樹、塩田良平 三好行雄、稲垣達郎、清水幾太郎の八 と、翻訳 の村岡花子、松本恵子 宮 実の三人である。　
他方、夏目漱石の作品群の解説は、福田清人、吉田精一 三好行雄、稲垣達郎、
田中保隆 、作品ごとにすべて別の人間 担当している。　
全体として、一冊のみの担当者が二五人、二冊が一一人であり、 「ジュニア版」
に比して集中度の低さが目立つ。 「ジュニア版」 吉田精一が様々な作家 作品解説 担当 合計十冊に及んで たのとはおおいに様相が異な　
結果として、それだけ書きぶりも比較的多様になり どちらかといえば文学研究
者臭の少ない解説が増えたということになろう。　
こうした多様な解説者の解説は では、ど ような特徴を持っているだろうか。
－407－
（21)
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・四六判上製・箱入・さし絵豊富・各三九〇円
　　
・感動深い名作ばかりを収録
　　
・原文を全部収録して読みやすい本
　　
・作家と作品を理解するための解説と年譜」
　「ジュニア版」には付されていた「刊行のことば」が、 「アイドル・ブックス」にはないため、刊行趣旨を探ることができるのは、こうした広告の文言や叢書の構成・書目の選定からとならざる えない。右の文言からは 「ジュニア版」同様、必要最低限の「解説」及び「年譜」は付すものの、もはや国語教育に資するといった惹句は見られない。これら作品主体の叢書の主眼がそこにはない とが、歴然 していると言えよう。代わりに目につくのは、 「名作」 「名著」の語であり それが手軽に読め ことを、強調している点である。ここからは、近代以降の作品群が、既にある程度の規範化 果たしている状況と、少年少女読者が気軽に読むべき環境の整備に資するという叢書の狙いを読み取るこ ができるだろう。　では、規範化の内実、そして、 「アイドル・ブックス」ならではの独自性を打ち
出した書目の選定は、いかなるも であったのか。次に、 構成 書目の選定を、検討していくことにしたい。　　　
（２）
　「アイドル・ブックス」最初の二〇巻の題名を眺めると、一方で「ジュニア版」との近似を強く感じ、他方、いくつかの新鮮な書目に目を惹かれる。前者は、何よりも夏目漱石、そして芥川龍之介・森鷗外 作品であり、ま 『次郎物語』や山本有三の作品である。後者は、倉田百三『出家とその弟子』 り、高村光太郎・堀辰雄の早い出番 夏目漱石では 少年少女向の作品として 番 なったような『坊っちゃん』以外に 『こころ』が早 段階で収録された は少し驚かされ 。伊藤左千夫『野菊の墓』 、川端康成『伊豆 踊子』 、井上靖『 ろばんば』 、竹山道雄『ビルマの竪琴』 、壺井栄『二十四の瞳』なども、 「アイドル・ブックス」収録刊行時にはすでに偕成社「ジュニア版」で刊行されたもの あり、これらもおなじみ 作品群になりつつあるとい てよかろう。なお、 『 ばんば』は、 「ジュニア版」と異なり、 「アイドル・ブックス」所収 作品は 「続 ろばんば」のほうであ 。題名からだけで 判別がつきにくい で、要注意である。また 「漆胡樽」も併載されており、他の巻も多少の併載作品の差異があること 付言しておく。
　
全体で四〇巻構想となった際に、大きな企画趣旨の変更が行われた。即ち、海外
作品の翻訳をも収録対象とすることにした、のである。おそらくは、日本の近代文学のみを対象にしていくと、やはり「ジュニア版」との差別化が困難であると 見通しを持ったためであろう。そこで選ばれた作品群は、いわゆる児童文学の作品 、一般文学で十代読者向けに適当と考えられたものの双方を含み、地域としても英語圏・独・仏と、それなり バランスよく選ば ている。　
また、ここにきて『次郎物語』が第三部から第五部まで、一気に収録された。あ
たかも、 「ジュニア版」で第三部が収録されたのを見 、先に第五部までを入れてしまおうとしたかのようである。 『吾輩は猫である』上下巻 収録も、 「ジュニア版」における収録からの遅れを取り戻そうとするかのような感じを受け　
そして、この期で目立つのは、石坂洋次郎作品 、 冊も入 てきた点である。
これは、戦後の文学からの収録としても、少し異色の感があるだろう。　
異色といえば、下村湖人『論語物語』もそれに該当するだろう。 「ジュニア版」
は終盤になって、 『忘れ残りの記』や『福翁自伝』の収録など みられるものの、それらはあくまでも、自伝的作品であり、いわゆるフィクション主体の叢書に含まれることがあってもさほどの違和感はない。だが、 『論語物語』は、もちろん広義の文学に入るにせよ、むしろ、古典的教養というべき範疇に入るものである こは、後に触れる三木清の作物収録に繋がる系統 もの 考えてもよかろう。　
六〇巻までを見ると、落ち穂拾い的な側面も感じる一方、強い収録意欲も感じら
れる。前者は、再びの選定で、まずは翻訳作品、同様の森鷗外・有島武郎・夏目漱石作品であり ここにきて初収録 志賀直哉・太宰治、そして坪田譲治・宮沢賢治らの巻が該当する。そして後者は、武者小路実篤 三巻収録 三木清の締め括りの二 である。武者小路は、すでに『愛と死』 『友情』の二巻が、早い段階で収録されていた。それが 『幸福な家族』 『真理先生』にとどま ず、 人生論』まで、収録されるに至る。そして、それ 連 よう 三木の 人生論ノート 哲学ノート』と、十代読者としてはかなり難解さを伴うと想定さ るテクストが、 冊も録されるのである。　
これらは、明らかに「ジュニア版」とは異なる書目の選定 うことができるだろう。
「ジュニア版」が、同じ六〇巻構成である中で、収録範囲を広げる際に、大衆文学的な大仏次郎の作品や女性作家たちの作品群、そして自伝的作品を対象に ていっ
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「ジュニア版」が、同じ六〇巻構成である中で、収録範囲を広げる際に、大衆文学的な大仏次郎の作品や女性作家たちの作品群、そして自伝的作品を対象に ていっ
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行開始となり、足かけ三年間でほぼ同規模にまで発展した叢書である、ポプラ社「アイドル・ブックス」に新たに光を当て、時に「ジュニア版」とも比較しつつ、叢書の構成に特に焦点を当て、書目の選定や解説の内容 も時に目を向けつつ、検討を行う。それを通して、刊行時期における「読書の場」がいかなるものであったかに目を広げていくことにしたい。　　　
二
　
本稿で主として追究するのは「アイドル・ブックス」 （ポプラ社）である。同叢
書は一九六五年九月に刊行開始となった、作品主体の叢書である。実はポプラ社も、この叢書刊行より八年ほど先立つ一九五七年から、作家主体の 新日本少年少女文学全集」を刊行していた。これは最終的に六一 まで 全四〇巻 叢書となって完結した。 （ただし、その後の六三年、当初の第二六巻『中勘助集』に替わ 新しい
　
二六巻『続
　
壺井栄集』が刊行されている。変更の事情は現在のところ不明である。 ）
それからわずか四年後に、今度は作品主体の叢書刊行 踏み切ったわ であ が、同時に注目すべきは、その ペースの速さである。九月五日付で四冊、一 日付で一冊、二五日付で二冊と、刊行開始 九月だけ 七冊も世 送り出し おり、その年末までの四 月間 、すでに、当初広告で予告されていた二〇冊を し終えたほどである。　
なお、当初の広告では、 「若い心を豊かに育てる日本文学の名作！！」と謳っていたが、
その後四〇巻に拡大した際に海外作品の翻訳を含む うになり、広告の文言も「私たちの座右の書、心の友、不朽の名作を読みやすくまとめた珠玉の名著集！」 どと変えられた。つまり、当初は「日本文学」の叢 としての企画趣旨であったが、増巻を図る中で、かなり きな方向転換をしたこと なる。そうして 翻訳作品収録の巻を一〇冊含みつつ、結果的 六七年までに六〇巻の叢書となって完結している。全体状況を把握しやすいように 一覧表を末尾 掲載した。また、今後対照の便宜のため、偕成社の「ジュニア版」についても、本誌前巻掲載の表 誤記を改め 再掲した。　 はその後、七一年からは装幀および巻順の変更、一部書目の差し替えを含んだ後の版が三〇巻で再度、刊行されている。さらに四〇 経て、さらなる装幀の変更を経て結果的に五〇巻となり、八〇年代まで流通 続けて
いる。これらの詳細な実態は、各種の図書館・資料館でも改訂ごとに全ての巻を収蔵しているわけではないため、実情が極めて把握しにくい。現段階で判明し いる範囲では、以下のように る。つまり、一九六五年の刊行当初は、オレンジ色・無地の箱入り、本体表紙も同色であった。それが、七一 に、イラスト付き箱入り・本体表紙も同じイラスト付きで、巻順が変更さ た後の版が刊行される。おそらく、一度に三〇巻が刊行された模様 ある。その後、遅くとも七四年までの間に 箱無し・本体カバー暗緑色に、変更された。 （率直に言うなら、 「ジュニア版」によく似た、色違いの叢書の感がある装幀になった。 ）これに いては、大阪府立中央図書 国際児童文学館所蔵の、ルナール『にんじん』の前の版および後の版 夏目漱石『坊っちゃん』のカバー版等 装幀と 年から推測したが、今後、他の図書館等の収蔵書により、改訂等 時期 特定が進められ かもしれ 。な 後 版 収録巻と巻順 ついては、巻末の一覧の該当巻右端に、後の巻順を記した。後の版 み収録作品は、下段に追記してある。　　　
三
　　
（１）
　
　「アイドル・ブックス」は、偕成社「ジュニア版」刊行のちょうど一年後に、後を追うようにして刊行開始となった。すでに述べたように、驚くべきハイペースでの配本となったのは、一般書店での棚の占有や図書館収蔵 排架などに際して、先行する「ジュニア版」に後れを取ることのないよう、 刻も早く肩を並べ ことを目指したものと考えられる。そ は同時 、一方で「ジュニア版」ですでに示された作品主体 書目選定を参考にしつつ、他方で「アイドル・ブックス なら の独自性を打ち出す必要もあることを意味する。先に、広告 言二種から一行ずつを紹介したが 次に、初期の刊行巻から、もう少し広告 文言を示してみる。　まずは開始時の横書き一ページ広告から。
　「若い心を豊かに育てる日本文学の名作！！　携帯に便利、書架に飾って豪華な四六判」
　
第八巻、つ り十月刊行になると、縦書き一ページ広告で、次のようになる。
　「私たちの座右の書、心の友　　 　
読みやすい珠玉の名著群！
－409－
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家庭における読書と「教養形成」 
　――一九六〇年代偕成社・ポプラ社の少年少女向近代文学叢書を中心に――
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第二次世界大戦後に刊行された少年少女向文学叢書は、新制中学発足に伴う十代前半の「少年少女」読者の出現をうけて、この新しい読者層に対する「教養形成」の役割を
担った。これらの叢書のうち日本近代文学を対象とする叢書は、一九五〇年代以降、当初はカノン形成が図られつつ国語教育の補完的意義も比較的強く有していたが、六〇年代に入り、偕成社「ジュニア版
　
日本文学名作選」において、また対抗するポプラ社「アイドル・ブックス」においては、作品主体の叢書となり、書目の編成にも特定作家や
特定作品の定着が見られるようになってきた。また、それらの叢書は、資料館に残された読書の痕跡等から、家庭における読書を念頭に置いたものであり、近しい年長者から年少の読者に向けて、 「教養形成」を図る趣旨で手渡されていたことが容易に想像される。こうした叢書が一九八〇年代まで二〇年近く読み継がれていた事実を、児童文学全体の中でどのように評価すべきかは、今しばらく時間をかけて検討していく必要があるだろうキーワード……日本文学（
Japanese literature ） 近代文学（
m
odern literature ）　
叢書（
collection ）　
文学カノン（
literary canon ）　　
教養形成（
cultural form
ation ）
　　　
一
　
第二次世界大戦後に刊行された少年少女向文学叢書は、新制中学発足に伴う十代
前半の「少年少女」読者の出現をうけて、この新しい読者層に対する「教養形成」の役割を担った。これらの叢書のうち 近代文学を対象とす 叢書は、一九五〇年代 あかね書房「少年少女日本文学選集」や六〇年代の偕成社「少年少女現代日本文学全集」においては、カノン形成が図られつつ国語教育 補完的意義も比較的強く有していたこと、その一方で、偕成社「ジュニア版
　
日本文学名作選」 （以下、
「ジュニア版」と略す）は作品中心に書目の設定がなされ、長編収録や特定の作家
の浮上、新味を持つ作品群の選定など、文学研究者の関与のもと「日本文学」の編成が進められたことを、すでに明らかにしてきた（小稿「近代文学作家の体系化と国語教科書の役割――あかね書房・偕成社の叢書を中心に――」 （ 『千葉大学教育学部研究紀要』六六巻一号、二〇一七） 、 「一九六〇年代における「日本文学」の編成――偕成社の少年少女向二叢書 中心に――」 （同誌六六巻二号、二〇一八）を参照） 。後者の論ではまた、学校や図書館など集団の読者対象 媒介者の介在ではなく、小売書店―家庭を通し 享受 あり方が存したことを浮き彫りにし、それが個人的な読書につながる可能性も指摘した。　
本稿では、上記の「ジュニア版」 （一九六四年刊行開始、全六〇巻）の翌年に刊
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